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 はじめに
2009年１月、ブラジルのベレンで第８回世界社会フォーラム (WSF) が開
催された。世界教会協議会 (World Council of Churches＝WCC) はフォーラ
ム参加の110団体と連名で､「金融をあるべき姿に戻そう」(Let’s put finance
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